
JA全農あおもり土壌分析センター分析用土壌の採取方法主要作物の土壌傾向値

※全農あおもり分析結果平均値平成20年度青線と平成30年度赤線の比較

土 を診 て  土 を知 る

高品質な農産物の生産やコスト低減を図るためには、過剰な肥料分を減らし、
不足している肥料分を補う適正施肥が求められます。

土壌も、偏った食生活（施肥）をしていると、一部の栄養分（肥料分）が多くなり、
人間の成人病のように過剰障害や欠乏症状が発生します。

また、栄養分の吸収バランスが崩れ必要なときに必要なものを吸収できないことが起こります。
人間が健康診断を受けるように、土壌も診断を行うことが大切です。

●土に水分が含まれていたり、均一な大きさでないと正確なデータが測れません。
　乾燥・ふるいがけが絶対条件です。（乾燥・ふるいが不十分な場合は返送します
　ので分析が遅れます、乾燥・ふるいがけは徹底してください）
●土の取り方によっては分析データに誤差が生じますので、正しく取りましょう。

注 意

①土を採取（作土15cm位）（果樹は30cm）
　表層は約1cmを取り除く。
　下図のように5ヶ所から採取する。
　肥料が入らないように注意する。

②採取した土をよく混合する。

③乾燥（約10日）

④ふるい（2mm）にとおす

⑤約300g（茶碗 一杯分）を袋に入れる。

[水田・畑作の場合] 

[樹園地の場合]

採取方法の例

採取の手順

サンプリングの注意事項

①採取時期は施肥前か収穫後の降雪前に行う。

②肥料袋に土を入れない。

③同じほ場での分析結果の経年変化を確認するため、

　ほ場名は毎年統一する。

④精密土壌分析では、分析項目が多いため多くの土壊を

必要とします。茶碗一杯分は必ず守ってください。

水 稲 ながいも

りんご トマト

にんにく
ケイ酸数値推移

●稲にとって必要なケイ酸の数値が向上

●施肥を抑えた栽培方式により、りん酸過剰は
　改善傾向

●りん酸が過剰傾向になってきている

●りん酸、加里が過剰傾向
　→前作のにんにくが影響している

●りん酸、phの数値が改善している

●りん酸、苦土が過剰傾向にある


